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展望台とジャンボ滑り台(丸中)

る懇いの場としてゆとり
平
成
三
年
か
ら
肱
川
水
系
リ
バ

1
サ
イ
ド
整

成
備
事
業
の
主
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

由
一
ん
た
「
肱
川
あ
ら
し
展
望
公
園
」
が
、
こ
の
ほ
ど
、

湛
総
事
業
費
約
八
億
四
千
六
百
万
円
を
か
け
て
完

M
M
成
し
ま
し
た
。

制
問
こ
の
公
園
は
、
潤
い
と
ゆ
と
り
あ
る
憩
い
の

し
場
と
し
て
、
ま
た
、
広
域
観
光
や
健
康
づ
く
り

ら
の
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
世
界
的

志
り
に
も
め
ず
ら
し
い
霧
を
伴
っ
た
冷
気
風
「
肱
川

H
あ
ら
し
」
や
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
島
々
、
可
動

』
M明
同

時
即
す
る
道
路
橋
と
し
て
は
日
本
最
古
を
誇
る
「
長

浜
大
橋
」
な
ど
を
大
パ
ノ
ラ
マ
的
に
一
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

総
面
積
約
七
千
ば
の
こ
の
公
園
に
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
の
展
望
台
、
駐
車
場
、

ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
、
遊
歩
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

圏
内
は
、
サ
ク
ラ
、
サ
ツ
キ
な
ど
十
五
種
類
約

七
千
本
の
花
木
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
新
緑
と

花
の
季
節
を
迎
え
、
家
族
連
れ
や
友
達
同
士
で

訪
れ
て
み
て
下
さ
い
。
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消防出初め式一一一

:ず..... 皆

本番さながらの火消を披露

平
成
六
年
長
浜
町
消
防
出
初
め
式
が
、
一
一
一
月
二

十
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消

防
関
係
者
、
各
地
区
の
消
防
凶
員
ら
合
わ
せ
て
約

四
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
来
賓
の
方
々
が
多
数
出
席
さ
れ
る
中
、

本
番
さ
な
が
ら
の
ポ
ン
プ
操
法
や
櫛
生
分
団
に
よ

る
規
律
正
し
い
小
隊
訓
練
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
後
、

全
分
間
に
よ
る
町
内
行
進
、
一
斉
放
水
で
式
を
終

え
ま
し
た
。

町
民
の
生
命
z

財
産
を
守
ろ
う
と
日
々
の
訓
練

に
励
ま
れ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
も

長
浜
町
を
火
災
が
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
当
日
、
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
ワ
た
次
の

方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

出
関
庁
長
官
表
彰
に

戒
川
の
惣
谷
さ
ん

日頃の練習の成果を披露する団員たち

一
消
防
庁
長
官
表
彰
}
マ
、
水
年
勤
続
功

労
章
・
惣
谷
夫
二
郎
(
戒
川
)

一
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
一
マ
精
績
章
・

矢
間
一
義
(
今
坊
)
マ
勤
続
章
・
西
岡

忠
義
、
失
間
一
義
(
以
上
今
坊
)
熊
野

強
(
白
滝
)

一
愛
媛
県
知
事
表
彰
}
マ
功
労
章
・
垣

見
芳
彦
(
出
海
)
川
元
久
(
上
老
松
)

一
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
一
マ
功
績

章
・
石
山
悦
弘
(
出
海
)
マ
勤
続
章
・

大
成
量
功
(
豊
茂
)
松
石
義
人
、
高
禅

宗
一
、
伊
達
正
利
(
以
上
長
浜
)
清
水

勉
、
浪
本
忠
則
、
二
宮
隆
義
(
以
上
沖

浦
)
豊
田
芳
弘
、
畑
山
泰
典
(
以
上
出

海
)
畦
勝
美
(
下
須
戒
)
玉
井
一
明
、

久
保
美
子
夫
(
以
上
白
滝
)
二
宮
正
俊

(
戒
川
)

一
大
洲
喜
多
消
防
凶
連
合
会
長
表
彰
一

マ
規
律
章
・
西
山
修
一
(
戒
川
)
紙
岡

清
成
、
石
井
孔
三
、
中
川
伴
造
、
中
川

公
子
(
以
上
青
島
)
西
上
比
呂
志
(
白

滝
)
二
宮
秀
暢
、
日
野
勝
一
(
戒
川
)

一
長
浜
町
長
表
彰
一
マ
精
勤
章
。
山
口

喜
生
(
出
海
)
友
津
道
明
、
村
上
晋
倍
、

高
崎
基
近
、
矢
野
元
芳
和
(
以
上
長
浜
)

山
田
満
規
、
井
上
勝
博
(
以
上
沖
浦
)

大
谷
喜
則
、
笹
田
信
之
(
以
上
仁
久
)

中
川
正
徳
(
黒
田
)
谷
上
真
悟
、
前
回

嘉
麿
(
以
上
今
坊
)
松
田
裕
之
、
城
戸

晴
輝
、
城
戸
清
(
以
上
櫛
生
)
岸
井
実

雄
、
大
山
博
実
(
以
上
須
沢
)
城
本
隆

志
(
上
老
松
)
福
本
定
贋
(
豊
茂
)
寺

尾
道
明
、
久
保
正
人
、
上
満
理
宏
(
以

上
白
滝
)
坪
内
義
和
(
柴
)
マ
無
火
災

表
彰
・
長
浜
分
凶

一
長
浜
町
消
防
凶
長
表
彰
]
マ
精
勤
章
・

矢
野
常
義
(
黒
田
)
ほ
か
六
十
八
人

町
内
か
ら
火
災
減
少

平
成
五
年
は
二
件

平
成
五
年
中
、
町
内
で
発
生
し
た
火

災
は
、
二
件
で
昨
年
の
八
件
と
比
べ
大

幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
二
件
と
も
建
物
火
災
で
、

出
火
原
因
は
風
呂
の
残
り
火
の
不
始
末

な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
焼
損
被
害
額
は
、

百
五
十
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
八
件
か
ら
二
件
に
激
減
し
た

理
由
と
し
て
は
、
消
防
署
員
、
消
防
団

員
に
よ
る
防
火
広
報
活
動
の
徹
底
や
住

民
の
皆
さ
ん
の
防
火
に
対
す
る
意
識
の

向
上
な
ど
が
主
た
る
も
の
と
一
一
二
い
え
る
で

し
ょ
、
っ
。

し
か
し
、
油
断
は
禁
物
で
す
。
日
頃

か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
地
域

ぐ
る
み
や
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
う
機

会
を
持
ち
、
よ
り
一
層
、
防
火
に
対
す

る
心
掛
け
を
引
き
締
め
て
、
火
災
の
な

一
火
の
用
心

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
①
寝
た
ば
こ
や
亡
は
ご
の
投
一

げ
捨
て
を
し
な
い
。

一
①
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
一

ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。
一

一
③
風
の
強
い
と
き
は
、
亡
き
一

小
ハ
を
し
な
い
。

一
④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
一

V

て
の
場
を
離
れ
な
い
。

一
⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
一

も
の
を
置
か
な
い
。

一
⑥
風

E
の
空
だ
き
を
し
な
い
。
一

一
⑦
ス
ト
ブ
に
は
、
燃
え
や
一

す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。
一

ぃ
、
住
み
よ
い
町
を
築
き
た
い
も
の
で

す。
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一
自
曜
垣
習
量
席
障
の
震
が
変
わ
り
ま
す
一

一
凹
月
一
日
か
ら
、
日
曜
日
と
祝
日
祝
日
は
大
洲
市
内
の
医
院
が
担
当
す
一

一
当
直
医
の
担
当
以
一
域
が
変
更
に
な
り
、
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

一
大
洲
長
浜
地
区
の
区
域
を
大
洲
市
な
お
、
四
月
以
降
の
日
曜
日
祝
一

一
内
と
長
浜
町
内
の
医
院
が
担
当
す
る
臼
の
当
直
医
の
お
知
ら
せ
は
、
従
来
一

一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

通
り
保
健
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
一

一
こ
の
変
更
に
伴
い
、
毎
月
第
二
日
し
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
一

一
曜
日
は
、
長
浜
町
内
の
医
院
が
相
当
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
一

一

し

ま

す

が

、

そ

れ

以

外

の

日

曜

日

と

一

一:
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i
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i
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l
i
l
i
a
-
-司

-
E
R
i
-
-
i
a
a
E
l
i
t
i
-
-
z園」

こ
の
教
室
は
、
疾
病
、
負
傷
等
に
よ

り
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
入

や
医
療
終
了
後
も
継
続
し
て
機
能
訓
練

の
必
要
な
人
に
、
心
身
機
能
の
維
持
回

復
訓
練
を
行
い
、
日
常
生
活
の
自
立
を

助
け
る
こ
と
を

μ
的
と
し
て
い
ま
す
。

機
能
回
復
(
リ

ピ
リ
)

教
室
を
始
め
ま
す

五
月
か
ら
沖
浦
一
コ
ミ
セ
ン
で

町
で
は
、
五
月
か
ら
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
沖
浦
)
で
、
毎
月

二
回
機
能
回
復
教
室
を
聞
き
ま
す
。

お知らせ

5月からリハビリ教室が開講される沖浦コミセン

教
室
に
参
加

で
き
る
人

こ
の
教
室
に
参
加
で
き
る
人
は
、
町

内
に
居
住
地
を
有
す
る
四

O
歳
以
上
の

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

で
す
。①

医
療
終
了
後
も
継
続
し
て
訓
練
を

行
う
必
要
の
あ
る
人
②
身
体
機
能
に

支
障
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要

な
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
人
③
老
化

等
に
よ
り
、
心
身
機
能
が
低
下
し
て
い

る
人

教
室
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
費
は
無
料

こ
の
教
室
で
行
う
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
、
理
学
療
法
士
、
保
健
婦
、
看

護
婦
等
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

な
お
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

①
歩
行
、
起
き
上
が
り
等
の
基
本
動

作
の
訓
練
②
食
事
、
衣
服
の
着
脱
等

の
日
常
生
活
動
作
の
訓
練
@
手
工
芸
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
教
室
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
方
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
生
活
環
境
課
保
健
指
導
係
(
誼
五
一
一

一
一
一
一
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

就
職
し
た
場
合

国
民
年
金
の
加
入

種
別
が
変
わ
り
ま
す

今
春
、
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学

校
な
ど
を
卒
業
し
て
就
職
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す

る
と
、
学
生
時
代
に
加
入
し
て
い
た
国

老齢福祉年金の

4 月期支払~ l:i 

民
年
金
の
加
入
種
別
が
変
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
次
の
三
種

類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
:
・
園
内
に
居
住
す

る
二

O
歳
以
上
六

O
歳
未
満
の
人
で
、

次
の
第
一
五
万
・
第
三
号
被
保
険
者
で
な

い
入第

二
号
被
保
険
者
:
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

第
三
号
被
保
険
者
:
第
二
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

職
場
か
ら
、
健
康
保
険
証
(
共
済
組

合
員
証
)
を
も
ら
っ
た
ら
、
印
鑑
同
年

金
手
帳
'
健
康
保
険
証
(
共
済
組
令
員

証
)
を
持
っ
て
、
役
場
の
国
民
年
金
係

で
、
「
種
別
変
更
届
」
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険
料
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
料

(
労
災
保
険
m

一
雇
用
保
険
)
の
申
告

a

納
付
は
お
済
み
で
す
か
。
平
成
六
年
度

の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
四
月
一
日
か

ら
五
月
十
六
日
の
聞
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
正
し
く

お
早
め
に
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
・
納
付
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
労
災
補
償
課

(
雷

O
八
九
九

i
二
五
l
一一一

O
こ
、

愛
援
県
雇
用
保
険
課

(
O
八
九
九
l
四

一
1
一
一
一
一
二
ま
た
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に

田

進

黒

氏

平
成
六
年
一
月
十
五
日
付
け
で
法
務

大
臣
か
ら
、
長
浜
の
黒
田
進
氏
(
六
八
)

が
人
権
擁
護
委
員
長
女
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
不
当
差
別
や
い
や
が
ら
せ

な
ど
の
人
権
侵
害
を
受
け
た
り
、
結
婚
、

離
婚
、
扶
養
、
相
続
な
ど
の
家
庭
内
や
、

騒
音
、
振
動
、
悪
臭
な
ど
に
よ
る
隣
近

所
と
の
も
め
ご
と
、
借
地
、
借
家
問
題

な
ど
で
困
っ
て
い
る
場
合
な
ど
、
遠
慮

な
く
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

長

浜

・

黒

田

進

(
5
2
1
0
3
6
9
)

出

海

・

石

山

豊

(
5
3
1
0
5
7
6
)

柴
・
土
居
孝
童
(
5
4
1
0
0
0
2
)

下
須
戒
・
菅
幸
子
(
5
2
1
0
2
6
4
)
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人権作文一一一一

先
日
、
私
は
あ
る
一
冊
の
本
と
出

一
会
っ
た
。
そ
の
本
は
、
姉
が
短
大
の

一
授
業
で
使
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い

一
は
こ
れ
か
ら
使
う
の
か
、
そ
れ
は
わ

一
か
ら
な
か
っ
た
が
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中

一
に
他
の
教
科
害
と
一
緒
に
入
れ
ら
れ

一
で
あ
っ
た
。
大
学
で
使
う
ぐ
ら
い
だ

一
か
ら
難
し
い
か
な
と
思
い
な
が
ら
も
、

一
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
本
の
題
名
は
「
部
落
問
題
要

一
論
」
と
い
う
。
内
容
も
、
部
落
問
題

一
を
学
ぶ
姿
勢
、
部
洛
差
別
の
現
状
、

一
部
落
問
題
の
歴
史
、
部
落
問
題
解
決

一
の
課
題
と
い
う
よ
う
に
分
か
れ
て
い

一
て
、
細
か
く
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
。

私
は
数
ヶ
月
前
「
橋
の
な
い
川
」

一
と
い
う
部
落
差
別
を
テ
l
マ
に
し
た

一
映
画
を
見
た
。
こ
の
映
画
の
ラ
ス
ト

一
近
く
に
水
平
杜
の
こ
と
が
出
て
き
た
。

一
私
は
こ
の
映
画
を
見
て
か
ら
水
平
杜

一
に
関
心
を
持
ち
だ
し
た
。
そ
れ
ま
で

一
は
正
直
一
一
口
っ
て
「
水
平
社
宣
言
」
と

一
い
う
言
葉
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
な
か
っ

一
た
。
こ
の
「
水
平
社
宣
言
」
の
内
容

一
を
映
画
で
知
っ
た
の
が
、
水
平
社
に

一
関
心
を
持
ち
だ
し
た
理
由
で
あ
る
。

一
こ
の
「
水
平
社
宣
一
斉
」
、
ど
の
よ
う

一
な
内
容
な
の
か
知
っ
て
い
る
人
は
ど

一
れ
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
映
画

一
で
は
サ
ッ
と
し
か
流
さ
な
か
っ
た
が
、

こ
の
本
に
は
全
文
載
せ
て
あ
る
。
今
、

全
文
を
こ
こ
に
書
く
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
私
は
深
い
共
鳴
を
覚
え
た
と
こ
ろ

を
書
き
た
い
。
「
吾
々
が
エ
タ
で
あ
る

事
を
誇
り
得
る
時
が
来
た
の
だ
。
五
口
々

は
、
か
な
ら
ず
卑
屈
な
る
言
葉
と
怯
儒

な
る
行
為
に
よ
っ
て
、
祖
先
を
辱
し
め
、

人
聞
を
冒
漬
し
で
は
な
ら
ぬ
。
そ
う
し

て
人
の
世
の
冷
た
さ
が
、
ど
ん
な
に
冷

た
い
か
、
人
聞
を
勤
る
事
が
何
ん
で
あ

る
か
を
よ
く
知
っ
て
ゐ
る
五
日
々
は
、
心

か
ら
人
生
の
熱
と
光
を
願
求
瞳
讃
す
る

も
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
有
名
な
一
一
円

葉
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ

れ
。
」
で
あ
る
。
私
は
こ
の
最
後
の
言

葉
に
、
今
ま
で
覚
え
た
こ
と
の
な
い
深

い
感
動
を
受
け
た
。
な
ん
と
素
晴
ら
し

い
言
葉
な
の
だ
ろ
う
か
。
平
等
と
は
何

か
と
い
う
こ
と
が
こ
の
短
い
言
葉
の
中

に
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

が
し
た
。

こ
の
水
平
社
宣
言
の
採
択
に
当
た
っ

て
は
「
一
旬
は
一
句
よ
り
強
く
一
語
は

一
語
よ
り
感
激
し
来
り
、
一
一
一
千
の
会
衆

皆
な
声
を
の
み
面
を
惰
せ
敵
散
の
声
四

方
に
起
る
、
氏
は
読
了
つ
て
な
ほ
降
壇

を
忘
れ
、
沈
痛
の
気
、
堂
に
満
ち
、
悲

壮
の
感
、
人
に
迫
る
、
や
が
て
天
地
も

振
動
せ
ん
ば
か
り
の
大
拍
手
と
歓
呼
と

な
っ
た
。
」
と
報
告
さ
れ
た
そ
う
だ
。

こ
の
時
、
当
時
十
四
歳
の
少
年
も
熱
弁

を
振
る
っ
た
。
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人

を
動
か
し
、
感
動
さ
せ
る
も
の
は
何
な

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
思
う
。
そ
れ
は
人

間
と
い
う
誇
り
で
は
な
い
か
。
人
間
の

血
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
私
の
考
え
で
あ
っ
て
、
正
し
い
答

え
と
は
限
ら
な
い
。
人
の
思
想
が
千
差

万
別
で
あ
る
と
同
時
に
、
感
じ
方
も
人

そ
れ
ぞ
れ
な
の
だ
か
ら
。

盟離通駐車覇

「水平社」と共に

高校ニ年生

ま
た
、
水
平
社
宣
言
の
中
に
「
ケ
モ

ノ
の
皮
剥
ぐ
報
酬
と
し
て
、
生
々
し
い

人
間
の
皮
を
剥
ぎ
取
ら
れ
ケ
モ
ノ
の
心

臓
を
裂
く
代
償
と
し
て
、
暖
い
人
間
の

心
臓
を
引
き
裂
か
れ
、
そ
こ
へ
下
ら
な

い
瑚
笑
の
唾
ま
で
吐
き
か
け
ら
れ
た
呪

は
れ
の
夜
の
悪
夢
の
う
ち
に
も
、
な
ほ

誇
り
得
る
人
間
の
血
は
、
掴
れ
ず
に
あ
っ

た
。
」
こ
れ
は
、
ど
ん
な
に
奈
落
の
底

に
落
と
さ
れ
て
も
、
人
間
と
し
て
誇
り

と
熱
い
血
は
誰
よ
り
も
気
高
く
残
っ
て

い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

今
、
学
校
で
も
世
の
中
で
も
機
会
が

あ
る
度
に
「
同
和
問
題
」
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
。
私
は
、
「
人
の
世
に
熱
あ

れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」
こ
の
言
葉
に
含

ま
れ
る
、
差
別
へ
の
抵
抗
と
克
服
を
皆

に
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。
表
面
だ
け

の
差
別
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
自
ら
学

ん
で
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
な
い
と
、

差
別
は
根
強
く
残
り
、
理
解
で
き
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私
達
の
心
の

中
に
「
水
平
社
宣
言
」
の
言
葉
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
水
平
社
運
動
の
精
神

を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
き
た
が
、
差
別
は
部
落
問
題

だ
け
で
は
な
い
。
二
、
三
目
前
に
西
洋

の
遇
話
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
「
子
ど

も
が
カ
エ
ル
を
見
つ
け
て
遊
び
半
分
、

ふ
ざ
け
半
分
に
小
石
を
投
げ
ま
し
た
。

カ
エ
ル
は
子
ど
も
に
言
い
ま
し
た
。

「
坊
ち
ゃ
ん
、
や
め
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
に
と
っ
て
は
遊
び
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
に
と
っ
て
は
生
き
る
か
死
ぬ

か
の
問
題
で
す
」
:
:
:
。
ま
た
、
何
気

な
い
言
葉
が
相
手
の
心
を
傷
つ
け
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
も
同
和
問
題
に
つ
な

が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

言
葉
が
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を
差
別

し
、
心
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
単
に
一
日
葉
だ
け
の
も
の
で
は

な
い
が
、
た
と
え
「
何
気
な
く
」

だ
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
行
為
や

態
度
が
人
の
心
を
傷
つ
け
、
人
権

侵
害
に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の

だ
。
こ
の
よ
う
な
差
別
の
表
わ
れ

方
と
い
っ
た
も
の
に
私
達
は
十
分

配
慮
す
る
こ
と
も
、
ま
た
大
切
な

こ
と
だ
。
そ
れ
に
は
、
人
を
人
と

し
て
、
そ
の
人
格
や
権
利
を
尊
重

す
る
態
度
を
培
う
と
と
も
に
、
相

手
の
人
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
や

そ
の
背
景
を
十
分
理
解
す
る
こ
と
、

即
ち
「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
る
」
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

私
達
一
人
一
人
が
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
同
和
問

題
を
単
に
建
前
や
知
識
と
し
て
の

み
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
正

し
く
理
解
し
そ
れ
を
実
際
の
行
動

に
移
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。
ひ
い
て
は
明
る
い
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
、
そ
の
こ
と
が
同

和
問
題
の
解
決
と
な
る
こ
と
を
お

互
い
が
認
識
し
、
正
し
い
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
の
だ
。
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産官一同第 1盟える

‘一一一成人病を考える句血圧言十設置

感λ構
70裁代では 5割近くが高畠圧

高血圧になる人は、加齢とともに増加し、 70歳代では、人口の 5割近くが高血圧と言われて

一日のうちでも一般的に昼間の活動期にはーヒ昇し、夜間の安静期には比較的下

から上昇し、休日には下がり安

冬期はと昇し、夏期には下降するというように、

(通常は月曜日)一週間では、仕事開始の 1日日

一年間で見てみると、

丘rrB:::_&ょ士、

がっています。

います。

戸'4

吊また、定しています。

日咋

測った 数 値 が 、今日測った数値と異なるのは当然のことなのです。 WHO (世界保健機関)

る血圧の数値についての基準は、測定の日や時聞を変えて測定したときの最大血圧(心臓が収縮

して血液を送り 出 す 時 の 血 圧 ) が 160mmHg以上、または、最小血圧(心臓が拡張した時の

によ

時間やいろいろな条件によって変動しており、このように血圧は、に変動していています。

が 95mmHg以上ある場合を高血圧としています。

高臨庄は脳嘩 J心臓晶腎臓に影響
血圧が高いと、 体に どの よう な影 響を及ぼすかご存じでしょうか。体のいろいろな器官に、

血圧)

血

高血圧によ

いろ

最も多い

この影響を受けやすい器官に、

i夜を供給するにはあるレベルの血正を保たなければなりません。体の器官の中には、

る影響を受けやすい器官があり、血圧の高い状態が続くと、

い ろな変化や異常 が 現 れ て き ま す 。 特 に 脳の血管は、高血圧による影響を受けやすく、

合併症は脳卒中です。その他、心臓、腎臓も影響を受けやすい器官です。

異惜を感じたら診察を
血圧が高いと言われたら、次のようなことに注意し、よく診察しでも

て

連

し

関

察

に

、

診

泌

か

か

分

の

の

ン

る

な

モ

い

の

ル

て

も

ホ

い

た

病

続

つ

臓

が

が

o

腎

。

態

卜

う

(

う

状

に

よ

気

よ

い

的

し

病

し

高

時

ま

る

ま

の

一

い

な

い

圧

、

ら

と

ら

血

は

も

因

血

全
自
動
血
圧
計
を
町
内
の
各
連
絡

所
(
今
坊
、
櫛
生
、
出
海
、
大
和
、

豊
茂
、
白
滝
)
に
設
置
し
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
国

民
健
康
保
険
の
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア

タ
ウ
ン
事
業
の
指
定
を
受
け
、
各
種

の
保
健
施
設
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
事
業
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
管
理
及
び
健
康
保
持
増

進
を
図
る
た
め
に
、
町
内
の
各
連
絡

所
に
血
圧
計
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
血
圧
計
を
無
料
で
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
頂
き
、
定
期
的
な

体の調子が良好でなく、

血圧は変動するものです。

あるい

血圧を高くしている原

したもの。動脈硬化や血管性のものなど。)

血 圧 が 高 い こ と に よ っ て、心まないか。

臓、腎臓、眼底などに変化はなし寸ミなどよ

1く言会察してもらいましょう。

自分の血圧が高いのかどうかは、

圧

まず測っ

正測り方も、てみなければ分かりません。

しい測り方をしなければ正しい数値は得ら

れません。家庭で血圧測定をされている方、

正しい測り方ができているかどうか、 今一

度点十食してみましょう。

計

を

設

置

町
内
の
各
連
絡
所

測
定
、
記
録
に
よ
り
、
健
康
管
理
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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子
…
て
一
一
…
一
く
る

死
者
数
の
半
数
以
上
拡
著
者
と
高

ストップザ交通事故一一一一

者

一瞬にして尊し、命を奪ってしまう交通事故。運転はルールとマナーを守りましょう

日
本
の
自
動
車
の
保
有
台
数
は
、

約
六
千
万
台
(
平
成
二
年
十
二
月

現
在
)
と
国
民
二
人
に
一
台
、
一

世
帯
当
た
り
一
・
五
台
の
割
合
で

す
。
道
路
交
通
網
の
発
達
に
よ
り
、

自
動
車
が
普
及
し
利
便
性
が
高
ま

る
一
方
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、

飲
酒
、
安
全
不
確
認
等
に
よ
る
交

通
事
故
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

数
の
中
で
は
、
若
者
二
六
j

二

四
歳
)
と
高
齢
者
(
六
五
歳
以
上
)

と
の
割
合
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
平
成
五
年
中
に

発
生
し
た
人
身
事
故
件
数
は
、
一

万
四
百
三
十
四
件
で
、
そ
の
内
死

亡
事
故
は
百
四
十
七
件
、
ま
た
、

大
洲
警
察
署
管
内
で
は
、
平
成
五

年
中
に
発
生
し
た
人
身
事
故
は
三

百
二
十
六
件
(
死
亡
事
故
八
件
)

で
、
前
方
不
注
意
に
よ
る
事
故
が

比
較
的
多
い
よ
う
で
す
。

な
ぜ
交
通
事
故
は

起

き

る

の

?

交
通
事
故
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
緩
み
が
原
因
で
起
き
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
正
し
い
交
通
ル
l
ル

と
交
通
マ
ナ
ー
さ
え
身
に
つ
け
て
い
れ

ば
、
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が
交
通
事
故

に
遭
っ
て
悲
し
む
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

事
故
の
原
因
と
し
て
、
県
内
で
は
、

①
交
差
点
安
全
進
行
違
反
②
徐
行
違

交通事故発生状況(人身)

全国の交通事故

~区分 発生 死 者 傷 者

平成 4年 695，345 11，451 844，003 

平成 5年 723，811 10，942 876.879 

増 j成 +28，466 509 十32.876

増減率 十4.1% 4.4% 十3.9%

(1) 

(H 5年の発生件数、傷者数は概数)

愛媛県内の交通事故

反
③
前
方
不
注
意
④
右
左
折
違
反

⑤
一
時
不
停
止
。
ま
た
、
大
洲
署
管

内
で
は
、
①
前
方
不
注
意
②
交
差
点

安
全
進
行
違
反
③
優
先
車
妨
害
④

飲
酒
運
転
⑤
最
高
速
度
違
反
の
順
で

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
目
を
引
く

こ
と
は
、
特
に
若
者
に
よ
る
無
謀
な
運

転
と
交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
お
年
寄
り

が
、
交
通
事
故
に
遭
う
ケ
l
ス
が
多
く
、

交
通
事
故
死
亡
者
数
の
半
数
以
上
を
占

め
て
い
る
こ
と
で
す
。

交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
が
急
増

大
洲

5
長
浜
線
速
度
違
反
?

長
浜
町
と
大
洲
を
結
ぶ
主
要
県
道
大

(2) 

年~別\区\分¥ 発生 死者 傷 者

平成 4年 9，567 153 11，694 

平成 5年 10，434 147 12，753 

士首 減 十867 -6 十1，059

増減率 十9.1%J -3.9% +9.1% 
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洲
j
長
浜
線
で
は
、
平
成
五
年
中
に
二

十
一
件
も
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
皆
さ
ん
の
記

憶
に
も
新
し
い
相
次
ぐ
死
亡
事
故
等
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
事
故
が

H
立
ち
ま
す
。

平
成
四
年
の
デ

1
タ
ー
で
は
、
日
本

の
全
人
口
に
占
め
る
表
者
の
人
口
比
率

は
一
四
%
で
す
が
、
交
通
事
故
全
死
者

数
の
う
ち
若
者
が
占
め
る
比
率
は
一
一
六
・

六
%
、
同
じ
く
高
齢
者
の
人
口
比
ネ
は

一
二
一
・
一
%
で
す
が
、
全
死
者
数
の
う

ち
で
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
は
二
六
・

一
%
で
、
人
口
比
率
以
上
に
交
通
事
故

死
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

若
者
に
よ
る
死
亡
事
故
の
増
加
は
、

自
動
車
の
急
速
な
普
及
に
加
え
、
第
二

次
ベ
ビ

l
ブ
l
ム
世
代
が
自
動
車
を
運

転
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
要
因
が

あ
り
、
速
度
違
反
や
信
号
無
視
、
飲
酒

運
転
な
ど
、
基
本
的
な
安
全
運
転
の
意

識
の
欠
如
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

高
齢
者
の
場
合
は
、
人
口
の
増
加
に

加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
型
の
社
会
参
加
が

増
え
、
活
動
の
場
が
以
前
よ
り
広
が
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
歩
行
中

の
事
故
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
自
身
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
体
力
が
低
下
し
、
反
射
神
経
が
衰
え

て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
理
な
横
断

を
し
た
り
、
あ
る
い
は
車
の
ほ
う
が
止

ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な

一一一一ストップザ交通事故

「
思
い
込
み
」
を
し
た
り
す
る
こ
と
に

原
悶
が
あ
る
よ
う
で
す
。
暗
い
夜
道
な

ど
を
歩
く
と
き
に
は
、
反
射
材
を
身
に

つ
け
自
分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

心
が
け
よ
う

気
の
緩
み
が
致
命
傷

死
亡
事
故
の
主
な
特
慣
と
し
て
、
①

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
正
面
衝

突
や
路
外
逸
脱
②
夜
間
に
事
故
が
集

中
③
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
若
年
者

の
半
数
に
違
反
前
歴
が
あ
る
④
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
が
極
め
て
低
い

⑤
運
転
目
的
は
、
ド
ラ
イ
ブ
中
、
通
勤

退
社
中
、
訪
問
等
が
多
い
等
が
あ
げ
ら

大掛|署管内における過去の人身事故推移

件数・人

、、、、

，
 

戸

450 

400 

350 

300 

れ
ま
す
。

な
お
、
大
洲
署
管
内
の
交
通
死
亡
事

故
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
①
夜
間
に

事
故
が
集
中
②
大
洲
市
で
多
発
③

飲
酒
に
よ
る
事
故
が
多
い
④
前
方
不

注
意
・
安
全
不
確
認
等
の
ミ
ス
⑤
大

半
が
管
内
の
人
に
よ
る
事
故
な
ど
で
、

事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
気
の
緩
み
か
ら
起

こ
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
に

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
、
か
け
が
え

の
な
い
尊
い
命
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

家
族
み
ん
な
の

7~  
メー

通

安

全

交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
は
、
年
間

約
八
十
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年

5
年

4
年

3
年年

フじ
年

日
年

臼
年年年

日
年

250 

150 

50 

。

200 

100 

交
通
事
故
は
、
い
つ
ど
ん
な
時
に
わ

が
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
被
害
者
に
な
っ
て
も
加
害
者

に
な
っ
て
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
幸
せ
な

家
庭
を
破
壊
し
て
し
ま
う
交
通
事
故
。

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
「
わ
が
家
は
無

事
故
」
を
目
標
に
、
ど
う
し
た
ら
事
故
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
、
次
の
よ
う
な

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
話
題
に
、
家
族

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

傷者数発生件数



日

子

+ 
てJ

対
し
て

ストップザ交通事故

①
右
左
を
確
認
し
な
い
で
、
道
路
へ

急
に
飛
び
出
し
て
い
な
い
か
②
止
ま
っ

て
い
る
車
の
前
や
後
ろ
で
遊
ん
で
い
な

い
か
③
道
路
で
ふ
ざ
け
た
り
、
遊
ん

だ
り
し
て
い
な
い
か
④
一
一
人
乗
り
や

手
放
し
運
転
な
ど
、
危
険
な
白
転
車
の

乗
り
方
を
し
て
い
な
い
か

保
護
者
に
対
し
て

①
幼
氾
の
手
を
し
っ
か
り
握
っ
て
歩

い
て
い
る
か
②
子
ど
も
の
お
手
本
と

な
る
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
る
か
③

一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、
子
ど
も
に
一
信
号

の
見
方
な
ど
の
交
通
ル
!
ル
を
教
え
て

い
る
か高

齢
者
に
対
し
て

①
外
出
す
る
と
き
は
、
時
間
の
余
裕

を
も
っ
て
家
を
出
て
い
る
か
②
車
が

近
づ
い
て
い
る
の
に
、
無
理
に
道
路
を

横
断
し
て
い
な
い
か
③
パ
ス
か
ら
降

り
て
‘
す
ぐ
前
や
後
ろ
を
横
断
し
て
い

な
い
か
④
お
酒
を
飲
ん
で
自
転
車
に

乗
っ
た
り
、
フ
ラ
フ
ラ
歩
い
た
り
し
て

い
な
い
か
⑤
夜
の
外
出
は
、
白
っ
ぽ

い
服
装
や
反
射
材
を
着
用
し
て
い
る
か

歩
行
者
に
対
し
て

①
道
路
で
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
を

き
ち
ん
と
歩
い
て
い
る
か
②
横
断
歩

道
や
歩
道
橋
を
渡
っ
て
、
道
路
や
一
横
断

し
て
い
る
か
③
信
号
無
視
を
し
て
い

な
い
か
④
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る

の
に
、
近
道
を
し
て
道
路
を
横
断
し
て

い
な
い
か

自
転
車
利
用
者
に
対
し
て

①
夕
方
や
夜
に
乗
る
と
き
は
、
ラ
イ

ト
を
必
ず
つ
け
て
い
る
か
②
歩
道
な

ど
に
止
め
て
、
歩
行
者
に
迷
惑
を
か
け

て
い
な
い
か
③
乗
っ
た
ま
ま
、
犬
の

散
歩
を
し
て
い
な
い
か
④
交
差
点
や

曲
が
り
角
で
は
、
徐
行
や
一
時
停
止
を

し
て
い
る
か

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

①
車
に
乗
る
と
き
は
シ
l
ト
ベ
ル
ト
、

バ
イ
ク
で
は
ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
必
ず
着
用

し
て
い
る
か
②
同
乗
者
に
も
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
て
い
る
か
③

安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を
守
っ
て
い

る
か
④
無
理
な
進
路
変
更
や
追
越
し

を
し
て
い
な
い
か
⑤
カ

l
ブ
の
手
前

で
は
、
十
分
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て

い
る
か
⑥
歩
行
者
や
自
転
車
、
ほ
か

の
車
に
思
い
や
り
を
も
っ
て
運
転
し
て

い
る
か
⑦
一
時
停
止
や
徐
行
を
、
確

実
に
行
っ
て
い
る
か
⑧
お
酒
を
飲
ん

だ
ら
、
運
転
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

か
⑨
路
上
駐
車
な
ど
で
、
地
域
住
民

に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か
⑮
車
両

の
点
検
や
整
備
は
、
行
き
届
い
て
い
る

海岸通りの交差点付近 大洲方面から
国道に右左折する車両と国道から大山i
方面に右左折する車両の接触事故が多
発。大iiH方面からは一時停止。安全確
認をして徐行運転を。

h、

双

〈
県道大洲~長浜線

町内の交通事故
多発地点

伊予灘

沖浦の鵜の口付近の国道 道路の幅員

が広いため、スピードの出し過ぎによ

る大事故が発生している。スピードの

出し過ぎとハンドル操作に注意。

海町

戒川

長浜

白滝小里子の踏切付近 旧道に入る際、
旧道から県道に，':1:'，る際に衝突事故が多
発している。旧道に出入りする際には、
安全確認と徐行運転を。なお、県道を
通行している後続中も安全確認を c

大洲市
上老松の大和大橋付近の県道 大山|か
ら長浜に向かう車両が、カーブにもか
かわらず、スピードの出し過ぎによる
死亡事故等が発生。スピードの出し過
ぎとハンドル操作に注意。
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か
⑪
万
一
の
事
故
の
と
き
、
と
る
べ

き
措
置
を
知
っ
て
い
る
か
⑫
保
険
な

ど
の
手
続
き
は
大
丈
夫
か

こ
の
よ
う
な
交
通
安
全
の
話
し
合
い

は
、
家
族
が
そ
ろ
っ
た
夕
食
ど
き
や
、

み
ん
な
で
出
か
け
た
と
き
な
ど
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
で
き

ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
気
軽
に
話
し
合

い
、
家
庭
の
中
か
ら
事
故
を
無
く
し
明

る
い
社
会
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。

あ
な
た
は
こ
れ
で
も

シ
l
ト
ベ
ル
ト
を

締
め
ま
せ
ん
か

最
近
、
年
齢
を
問
わ
ず
シ
l
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
率
が
大
変
下
が
っ
て
い
ま
す
。

ストップザ交通事故

平成 5年の交通事故発生件数

こ
れ
に
伴
い
、
交
通
事
故
死
亡
率
は
高

く
な
り
、
そ
し
て
、
事
故
の
起
こ
る
危

険
性
も
あ
な
た
の
周
囲
に
広
が
り
ま
す
。

「
面
倒
だ
か
ら
」
「
窮
屈
だ
か
ら
」

「
う
っ
か
り
し
て
い
た
」
と
い
う
理
由

だ
け
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
な
い

と
、
「
万
が
こ
の
時
に
自
分
や
同
乗

し
て
い
る
人
の
身
を
守
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
安
全
・
安
心
な
運
転
を
実
践

す
る
た
め
に
も
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

Q

&

A

 

問
・
:
シ

1
ト
ベ
ル
ト
な
し
で
自
力
で

支 部 別 発生件数

喜多灘 6 

白 i竜 12 

大 手口
9 

豊 茂

長 i兵 63 

櫛 生 19 

出 i毎 2 

計 111 

(物損事故)

支部別 発生件数

喜多灘 3 

白 i竜 10 

大 手口 6 

豊 茂

長 j兵 17 

櫛 生 日

出 海

計 45 

(人身事故)

耐
え
ら
れ
る
衝
撃
は
時
速
何
加
つ

答
:
・
時
速
七
阻
ま
で
で
す
。
時
速
四

o

j
五
O
M
で
走
行
し
て
い
れ
ば
、
と

て
も
シ
1
ト
ベ
ル
ト
な
し
で
は
、
耐
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

問
・
:
時
速
六
O
凶
で
衝
突
し
た
と
き

の
衝
撃
は
?

答
・
:
ピ
ル
四
階
の
屋
上
か
ら
飛
び
降

り
て
、
地
面
に
激
突
す
る
時
の
衝
撃
に

相
当
し
ま
す
。

問
・
:
シ

i
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
な

い
だ
け
で
免
許
が
停
止
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
つ答

・
・
・
取
り
締
ま
り
を
受
け
て
点
数
切

符
を
切
ら
れ
る
と
「
一
点
」
の
減
点
と

な
り
ま
す
か
ら
、
六
回
取
り
締
ま
り
を

受
け
る
と
免
許
は
停
止
処
分
と
な
り
ま

平成 6年

O 運転者に対するもの

事故は瞬間 ベルトは週間

0 歩行者・自転車利用者に対するもの

止まるはず老いの甘えが招く事故

O こどもに対するもの

とびだす子 はしるくるまが

かみつくぞ

交通安全スローガン

シートベルトを締めて安全運転を心がけましょう

す
。
現
在
、
県
警
察
を
挙
げ
て
シ
l
ト

ベ
ル
ト
の
取
り
締
ま
り
を
強
力
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
・
:
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
る

と
、
死
亡
保
険
金
の
額
が
割
増
に
な
る

と
聞
き
ま
し
た
が
?

答
・
・
・
自
動
車
保
険
の
搭
乗
車
傷
害
保

険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
て
い
る
と
死
亡
保
険
金
の
額

が
割
増
に
な
り
ま
す
。

問
:
・
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
る

と
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

答
圃
・
・
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

①
衝
撃
の
際
、
乗
員
が
車
内
で
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
や
ハ
ン
ド
ル
な
ど
に
頭
部
や

胸
部
な
ど
を
ぶ
つ
け
る
の
を
防
ぎ
ま
す

②
身
体
を
固
定
し
て
車
外
放
出
を
防

ぎ
ま
す
③
運
転
姿
勢
が
良
く
な
り
疲

労
度
が
軽
減
さ
れ
ま
す

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

事
故
の
な
い
社
会
形
成
を

二
十
一
世
紀
の
高
速
交
通
時
代
に
向

け
て
道
路
交
通
網
の
繋
備
が
急
速
に
進

め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
免
許
保
有
率
の

増
加
に
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、
交
通

事
故
の
発
生
件
数
や
負
傷
者
は
依
然
と

し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平
成
六
年
入
っ
て
か
ら
、
大
洲
署
管

内
で
は
、
百
八
十
七
件
の
交
通
事
故

(
物
損
・
人
身
)
が
発
生
し
、
九
人
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
、

長
浜
町
で
は
二
十
件
の
交
通
事
故
(
物

損
・
人
身
)
が
発
生
し
、
二
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
、
居
眠
り
運
転
や
わ
き
見
運
転
、

無
理
な
追
越
し
、
ま
た
は
、
お
酒
を
飲

ん
で
運
転
し
て
い
る
人
な
ど
は
い
ま
せ

ん
ね
。
皆
さ
ん
が
、
最
低
こ
れ
だ
け
の

こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
不
注
意

に
よ
る
交
通
事
故
は
減
り
、
交
通
事
故

死
亡
者
も
急
激
な
増
え
方
を
す
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
正
し
い
交
通
ル

i
ル
や
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
ゆ
ず
り
合
い
、
相

手
を
思
い
や
る
意
識
を
高
め
、
事
故
の

な
い
社
会
を
築
き
た
い
も
の
で
す
。
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町
の
玄
関
口
に

)
商
工
会
が
植
栽

1

一一月一

γγ

一
日
¥
作
坊
の
国
道
三
七

八
弓
沿
い
で
尚
一
十
む
に
よ
る
ツ
バ
キ
の

植
伎
が
行
わ
れ
、
役
円
一
・
職
員
合
わ
せ

て
イ
五
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
環
境
美
化
運
動
の
一
環
と

し
て
、
県
の
地
域
活
動
推
進
事
業
と
町

の
里
づ
く
り
事
業
に
よ
り
、
長
浜
の
玄

関
U
を
花
い
っ
ぱ
い
に
飾
ろ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
で
、
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く

の
の
中
、
参
加
釘
に
よ
っ
て
百
木

フ
ン
テ
ィ
ア

昔
噌

l
i
l
j
 

向
上
を

辛
仕
活
動

1

奉
仕
活
動
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
、
二
月
二
十

ノt

キ

三
十
八
本
が
植
栽
さ
れ
た
。

地域を美しくと清掃する児童たち

三
円
、
柴
小
学
校
生
徒
・
教
員
ら
に
よ

る
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
た
。

地
域
を
美
し
く
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

こ
の
活
動
、
生
徒
ら
は
、
ヵ
1
ブ
ミ
ラ
ー

磨
き
や
宅
街
拾
い
な
ど
で
清
々
し
い
汗

を
流
し
、
志
社
の
精
神
の
向
上
を
図
っ

た。カ
ー
ド

;~ 

官、ー

下つ

ー
一
一
青
年
ム
人
学
学
習
会
;

三
月
二
十
四
日
、
青
年
大
学
に
よ
る 玄関口を花いっぱいにと撞裁する高工会のメシパー

明
る
い
地
域
鴫
つ
く
り
を

ー
櫛
生
で
同
和
教
育

研
修
会
開
催
〈

二
月
二
十
六
日
、
櫛
牛
福
祉
セ
ン
タ
ー
}

で
平
成
五
年
度
櫛
生
福
祉
セ
J

タ
l

《

今
坊
隣
保
館
同
和
教
育
台
同
研
修
会
が

行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
差
別
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
な
が
ら
、
明
る
い
地

域
づ
く
り
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

「ヵ
i
ド
の
上
手
な
利
用
方
法
に
つ
い

て
の
学
習
会
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の
給

者
約
二
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
ヵ

l
ド
社
会
と
言
わ
れ
る

今
日
、
カ
ー
ド
化
に
お
け
る
問
題
や
上

手
な
利
用
方
法
な
ど
を
学
ほ
、
っ
と
聞
か

れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
講
師
に
引
い

た
伊
予
銀
行
長
浜
支
庖
長
の
す
一
仙
剛
男

さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
、
一
月
旧

猛
義
社
会
教
育
指
導
員
に
よ
る
講
話
や

芯
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

-Z 
~ 
E 

ー
長
浜
し
お
さ
い
短
歌
会

l

次
々
と
話
題
底
富
な
子
供
ら
と
楽
し
き

タ
ベ
心
安
ら
ぐ

詰話を熱心に聞く参加者たち

上

川

洋

f

高
校
の
思
い
出
つ
の
る
同
窓
会
タ
イ
ム

マ
シ
ン
で
若
さ
が
も
ど
る

島

田

光

子

受
験
す
ゐ
五
口
子
に
黄
金
の
屠
蘇
注
ぐ
努

力
お
し
ま
ず
と
励
ま
し
っ
、

松

田

詩

子

集

u-ド
、
心
不
材
運
ぶ
ブ
ラ
ジ
ル
の
娘
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
言
っ
て
握
手
す

亙
(
鍋
富
美
子

久
方
の
満
月
の
皮
車
止
め
見
上
げ
る
五
日

に
月
あ
か
り
差
す

4
寸
J

寸
/
、

期
、
刀

砂
代
子

明るい地域づくりをと行われた研修会

信ド

三三寸|
日 i!

日
長
浜
小
学
校
U

手
の
中
に
菜
の
花
の
香
の
広
が
り
し

五

年

井

上

愛

深

う
す
着
し
た
冬
山
の
木
の
ふ
る
え
け
り

五

年

武

田

奈

緒

あ
か
切
れ
の
母
み
そ
汁
の
ね
ぎ
き
ざ
む

五

年

永

井

花

英

寒
風
に
遠
く
聞
こ
え
る
木
の
悲
鳴

五

年

松

訂

知

H
E

廃
屋
に
ち
ら
ち
ら
光
る
悔
の
花

五

年

令

山

知

子

春
の
陽
を
あ
び
で
つ
く
し
と
こ
ん
に
ち

は

五

年

奥

野

な

つ

み

ジ
ャ
ン
プ
す
る
ボ
l
ル
の
上
を
舟
渡
る

五

年

菊

地

愛

μ
を
と
じ
て
耳
に
か
す
か
に
春
の
風

五

年

大

成

貴

子

悔
の
花
寒
さ
こ
ら
え
て
花
開
く

五
年
田
淵
美
有
紀

ブ
ラ
ン
コ
を
こ
ぐ
北
風
に
さ
か
ら
っ
て

五

年

小

阿

川
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長

平

成

五

年

十

月

二

十

九

日

、

松

山

市

村
(
米
間
幸
市
会
長
)
は
、
豊
か
な
地
域
で
平
成
五
年
度
愛
媛
県
更
生
保
護
事
業

畝
社
会
の
創
造
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
関
係
者
顕
彰
式
典
が
行
わ
れ
、
当
町
か

初
り
、
平
成
五
年
度
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
賞
ら
更
生
保
護
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た
次

税
の
優
秀
団
体
と
し
て
松
友
孟
愛
媛
号
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

L

る

ミ

ユ

ニ

テ

ィ

推

進

協

議

会

々

長

か

ら

衣

ハ

敬

紘

略

〉

4
J
 

劃

彰

さ

れ

ま

し

た

。

{

全

国

保

護

司

連

盟

会

長

表

彰

一

兵

頭

割
ま
た
、
上
高
の
老
松
会
(
畝
中
位
信
男
(
長
浜
七
二
)
一
山
田
地
主

表
淳
会
長
)
は
、
資
源
愛
護
住
民
活
動
を
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰
一
久
保
也

、1
g

u

l

l

;

J

子
(
白
滝
・
六
五
)
菅
辛
子
(
下
沼
戒
・

~
掛
治
時
川
何
事
に
も
全
力
を
尽
く
す
、
輝
き
の
あ
る
男
に
な
っ
て
一
六
一
)
[
四
園
地
方
更
生
保
護
婦
人
達

一し
μ
り
…
強
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
「
大
輝
」
と
名
付
け
ま
し
一
盟
会
長
表
彰
一
新
江
と
み
(
沖
浦
六

一γ
，
、
市
ケ
戸
h
i

』

一

一

一一一一

't九九…

h
い

い

た

。

一

八

)

{

愛

媛

県

保

護

司

連

盟

会

長

表

彰

乱
万
-

h

J

何
よ
り
、
健
康
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
下
さ
い
ね
ノ
・
ニ
丙
田
初
美
(
長
浜
・
五
三

い川

J
F
υ
t
h
u
g
F

制
約
暴
露

J
戸
内
イ

-
-
J
ー
ル
八
一
一
メ
務
総
勢
4
3
1窒
れ

一
芳
一
ゃ
齢
院
議
欝
盤
技
一
橋
間
淳
さ
ん

と

じ

覇

鞠

輔

園

¥

三

一

一

三

一

一

日

一

¥

覇

闘

騒

議

選

園

田

二

川

J
一

17一一
:

4

一

遺

族

援

護

更

乍

の

功

績

畑

一

足

当

期

一

炉

、

一

二

JJrhiiJ
一l
i
J
月

一

一
t

す一すす
υ

い

川

つ

一

(γJJ(¥¥¥ヘヘj

物十((ふ物物十((L
れ¥¥¥九トι
ι
ぷιιf
一;叫瞬醐欝~酔酔~一

~~~17:
一工工

f¥¥¥Jイ…:イγι:
…

7:U…
戸

…

:

ニ

月

2十
古
日
、
松
宮
山
市
宅
で
平
走
成

2五
半
年
度

一
己
…
一
川
一
山
諒
令
育
恥
』
だ
圃
隈
儀
酪
輔
醐
嘩
醤
臨
臨
一
~
人
一
~
)

一
一
…
一
…
議
一
議
議
議
一
遡
調
翠
!
:
、
;
〉
J
蕗畿畿畿畿一rιに一:ι¥
一γl一二ト一JJJマんぺV~VV」
ぷ
ぷ
芝
長
雲
雲
浜
努
の
橋
岡
淳
さ
ん
(
去
)
は
水

-
J
j
u
l
i
-
-
-
一
J

J

i

l

l

;

一
年
に
わ
た
り
英
霊
の
顕
彰
と
遺
族
の
援

に

一

一

一

一

内

引

仁

さ

ん

母

H

志

津

さ

ん

)

三

目
」
黄
山
生
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
賞
に

臨

友

会

資
源
愛
護
団
体
に

松

会

二
月
二
十
三
日
、
八
幡
浜
市
で
平
成

五
年
度
「
資
源
愛
護

E

住
民
活
動
推
進

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
豊
茂
の
豊
友
会

一一一一表彰・一歳です@ふるさとめぐり

間

積
極
的
に
推
進
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
買
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
森
永
隆

男
愛
媛
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

大
洲
地
方
協
議
会
々
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

表彰を受ける量友会の米同会長

兵
頭
信
男
さ

更
生
保
護
事
業
の
功
労

一
ふ
号
さ
と
め
ぐ
り
(
恩
景
編
)
一

一

今

坊

の

緑

地

帯

一

一
?
さ

o

に
本

h
だ

ま

、

ツ

い

町

活

一

zmゐ
帯
叩

J
域
ざ
が
が
ぱ
、
の

i
i
i
;
r
一

一

一
叫
一
一
か
い
地
約
劇
一
地
ま
る
会
つ
に
町
齢
輯
麟
臨
聞
に
一
一
一
一
一
帯
一

一
」
花
て
緑
木
全
、
さ
い
工
い
う
、
髄
麟
錨
ー
が
い
一
¥
一
町
一

一
三
の
せ
の
苗
ま
め
、
て
商
花
よ
し
融
離
麟
盟
関
〉
一
一
一
一
緑
一

一

ご

ま

近

の

引

た

で

れ

に

を

の

用

連

諸

目

繭

総

務

コ

た
折
し
付
桜
山
る
っ
さ
帯
日
栽
利
。
一
九

)
¥
γ
議

離

野

伽

一

一

気

季

楽

駅

り

め

凶

よ

開

地

関

植

効

る

議

己

主

三

一

襲

警

今

一

一
で
四
を
灘
よ
た
を
に
民
緑
玄
の
有
あ

kr九
九
げ
繰
心
一
一
欝
騒
議
た
一

一
ン
、
円
多
に
の
プ
等
が
の
の
こ
を
で
必
γγ

し

二

日

を

一

議

れ

一

一
イ
は
の
喜
会
書
ツ
体
動
こ
た
た
地
の
え
ペ
ペ
〆
下
議
樹
子
盤
機
盤
さ
一

一
ラ
に
人
る
工
場
ア
川
活
、
つ
れ
休
も
一

fJKAY長
三

翻

盤

時

一

一
け
い
る
あ
商
が
ジ
種
イ
て
行
わ
遊
い
一
三
和
二
一
一
ケ
ル
械
欝
醗
鶏
鴇
品
川
一

一
や
沿
す
で
に
た
一
各
テ
し
を
行
、
た
お
芝
¥
軒
恥
較
時
総
畿
ト
て
ブ
町
村
一

一
こ
線
行
口
前
れ
メ
、
ニ
と
栽
と
地
め
議
議
繍
瀦
靖
溜
議
円
lji!?し

l
j
h

一

一
け
岸
通
関
年
さ
イ
く
ユ
環
植
う
空
努
鱗
鱗
輯
瞬
轍
翻
麟
J
い
J
一
¥
一
三
円
一

一
や
泳
、
玄

3
栽

の

な

、

こ

の

ろ

の

に

議

謹

璽

盤

山

J
J

「
丸
一
一

一
タ
の
り
の
、
植
町
で
コ
の
キ
飾
体
化

E
i
-
-
i
1

一

一

口

二

回

町

は

が

け

な

そ

パ

で

全

性

一

伊
賀
立
当
愛
媛
県
遺
族
会
々
長
か
ら
表
生
)

V
柴
公
民
館
:
・
山
城
恒
雄
(
柴
)

彰
さ
れ
ま
し
た
。
マ
沖
浦
公
民
館
・
:
城
ケ
瀧
一
同
一
治
(
沖
油
)

一
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
・

公
民
館
運
営
委
員
表
彰
一
マ
中
央
公
民

館
i
武
元
幸
子
(
長
浜
)
マ
櫛
生
公
民

館
。
:
城
戸
進
、
酒
井
凶
雄
(
以
上
櫛
生
)

マ
柴
公
民
館
・
:
山
中
良
子
(
柴
)
マ
長

浜
公
民
館
黒
田
分
館
・
:
東
部
子
(
里
首
)

{
社
会
教
育
関
係
団
体
育
成
功
労
者
一

マ
婦
人
会
:
・
久
保
瞳
子
(
白
滝
」
佐
々

木
津
子
(
豊
茂
)
伊
藤
三
下
ス
坊
)

マ
P
T
A
-
-
-
熊
野
強
(
白
滝
)
マ
長
浜

の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
る
会
・

e
e

山

中
高
光
(
柴
)
マ
青
年
団
:
・
菊
地
繁
雄

(
豊
茂
)

玉
井
鉄
治
さ
ん

ほ
か
八
人

公
民
館
活
動
の
功
績

二
月
二
イ
七
日
、
中
央
公
民
鉱
で
第

一
凶
生
証
学
習
を
進
め
る
町
民
の
つ
ど

い
が
行
わ
れ
た
席
上
、
公
民
館
活
動
の

推
進
に
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
〈
敬
称
略
〉

一
公
民
館
優
良
役
職
員
表
彰
一
長
浜
公

民
館
:
玉
井
鉄
治
、
宮
本
尚
(
以
上
長

浜
)
マ
櫛
生
公
民
館
:
玉
井
一
郎
(
櫛
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総
務
庁
で
は
、
米
る
四
月
二
十
日
現

在
で
平
成
六
年
事
業
所
名
簿
整
備
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
応
や
工
場
な
ど
民

、F成 6年 4月 111発行平成 6年 4月号

戸魅力ある住みよい地域づくりを

二
月
二
十
五
日
、
今
坊

里
守
つ
く
り
を
考
え
る
会
設

立
総
会
が
聞
か
れ
、
地
域

の
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
約
三
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
ボ
ラ
ン
ザ
ア
イ

ア
意
識
の
向
上
と
環
境
美

化
学
に
よ
り
、
地
域
を
活

性
化
さ
せ
よ
う
と
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
総
会
で
は
、

「
生
活
や
文
化
の
向
上
崎
、

入、
J

つ
く
り
か
ら
」
な
い
こ
、

広報ながはま

営
の
一
事
業
所
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
我

が
国
の
産
業
構
造
や
事
業
所
の
事
業
活

動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
調
査
員
が
凶
月
下
旬
に

畦
力
あ
る
住
み
よ
い
今
坊
づ
く
り
を
目

指
し
た
、
参
加
者
の
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
調
査
対
象
事
業
所
に
お
伺
い
し

ま
す
。
調
査
し
た
内
界
は
、
法
律
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
外
に
漏
れ

た
り
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
の

子
ど
も
の
口
記
怠

電
話
無
料
相
談

選出された役員の皆さん

愛
媛
県
弁
護
士
会
で
は
、
「
子
ど
も

の
日
」
を
記
念
し
て
、
県
内
一
斉
に
電

話
無
料
品
律
相
談
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

体
罰
。
い
じ
め
・
登
校
拒
否
・
家
庭

内
暴
力
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
轡
は
同
く
守
ら
れ
ま
す
。

{
日
時
}
平
成
六
年
五
月
九
日
(
午
後

-
一
一
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
)

一
場
所
}
愛
媛
弁
護
士
会
(
松
山
市
一

釆
田
町
四
丁
目
一
1
1
9

五
一
誠
ピ
ル
五
階
)

一
電
話
}
C
八
九
九
l
一一一一一

l
:一一一二一

。{相談
料
一
無
料

お
誕
生
お
め
で
と
う
刀

. 長 長 一 下 沖 住 n

国字、 チ; ぷ

?浜浜戒浦所員

や川岸後晴保出
田本藤 謹分

み誠者(
敏一中、一氏敬
弘部信志、名称

長長二二続)
男女房3久:ヰ丙

良月号イ有す健立子ち塁
イプ主寸ニニぶた尋22

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

柴
今

坊

長

浜柴
戒

川

泉
ト
ク
ヨ

谷

尾

庄

菰

田

淵

築

助

沼

田

長

築

堀
尾
キ
ヌ
コ

(
九
二
)

(
八
九
)

(
八
九
)

(
八
五
)

(
八
四
)

ゆみかたくまぐす

南方熊楠が犬に関する伝説を六

いているが、そのーつに、天帝が

生物の寿命と拝らし方を決める時、

先ず人を召して、人間は世界の王

であ る か ら 、 考慮と判断の力、言

語の働きを授け、芳子命は三十歳と

宣うた。次に起を招いて労苦と粗

食を命じ、寿命は五ー!歳とされた。

馬は長い労者は堪え難しとしてニ

十年 を 返 上 し た。短命が不満の人

はそ の 二 十 年 を加えて頂いた。次

によを呼び、人の家と財産を守り

常に粗食に甘んじ、寿命は四十段

と宣う た 。 犬l土人を守るばかりの

四十年を厭うでご十年を返上。人

はこのこ十年も力11えJIfいた。最後
しょ C<こ

に猿を呼んで小児めいた笑われた

ものとして六十歳の寿命を与えた。

猿は不服で三十年を返上 c 人はこ

れも頂いて寿命百歳と決まった。

だか ら 人 の 初 めの三十年は順調に

暮 ら せ る が 、 次の二十年は民から

貰ったものだから苦労の連続で、

次の二|年は犬のように財産を守
リんせんきょうきょう

る為 に い つ も 戦々競々。そして七

十以上になると童児に還るという

のだが、医学の上では百十五歳ま

で生存可能という。では百歳以上

の 年 々 は ど ん な暮らし方をするの

だろうか。或は天帝の如くにかも…。

撞
編
集

自己
聖霊

消
防
活
動
の
功
績
に
よ
り
表
彰
を
交

け
ら
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
火
災
の
な
い
住
み
よ

い
町
を
築
い
て
頂
く
よ
う
、
今
後
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

さ
て
、
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
ご
紹
介

し
た
交
通
事
故
の
特
集
ご
覧
に
な
り
ま

し
た
か
。
平
成
五
年
度
中
、
町
内
で
発

生
し
た
交
通
事
故
件
数
は
、
人
身
・
物

損
合
わ
せ
て
百
五
十
六
件
で
す
が
、
警

察
の
話
に
よ
る
と
、
未
届
事
故
二
小
談

等
で
処
理
し
た
事
故
)
を
合
わ
せ
る
と

」
一
百
件
を
超
え
る
だ
ろ
う
(
推
定
)
と

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
数
字
か
ら
見
る

と
、
町
内
で
約
-
日
に
一
件
の
割
合
で

交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
寸
。
一
瞬
の
う
ち
に
幸
せ
な
家
庭

ま
で
破
壊
し
て
し
ま
う
交
通
事
故
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ

さ

い

。

(

い

)

数

人口をふやしましょう

tiiJ月との上七I佼

帯世

2月末現在

口人

人


